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手続きは簡単です！ 
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取材を終えて 
　練習中は私語もなく、緊張感が漂う中、みな
さん真剣に取り組んでいらっしゃいました。 
　会が発足して8年とのことですが、今後もみ
なさん元気に過ごせるよう頑張ってください。 

　（宮田和美） 

いつまでも健康で元気な体を目指してます！ 

代表の仲澤さん（前列左から2番目）と 
仲間のみなさん 

　30年ほど前から大口町で盛んに行われている
太極拳、中央公民館などで教室も開催されてい
ます。 
　今回は河北地区で活動している河北太極拳同
好会のみなさんを取材しました。 
 
♪　同好会をつくられたきっかけは？ 

　町が主催する教室に通っていましたが、会
場が遠いため、近くでできたらと思い、代表
の仲澤さんが近所の方に声をかけて発足しま
した。 

 
 

♪　練習はいつどこでやっていますか？ 
　毎週水曜日の午後1時30分から3時30分まで、
河北学習等供用施設でやっています。 

 

♪　太極拳をやってみて、みなさんの感想は？ 
　「日常生活が明るくなった」、「体のバラ
ンスがよくなった」、「足腰が丈夫になった」
など、健康面において良い効果を感じられる
方が多いです。 
　また、練習後に会員同士の会話で交流を深
められ、みんなで一緒に健康づくりに取り組
んでいけるのも魅力のひとつです。 

月
定

例
会

 N
o.2

1
7

平
成

3
0

年
1

0
月

2
6日

 

平成29年度決算認定 
一般質問　「大口中学校学力向上対策」 

「災害時における情報伝達」ほか 
研修報告（総務建設常任委員会・議会広報常任委員会） 

～
～

～ 大口北保育園 
太鼓の練習の様子 
大口北保育園 
太鼓の練習の様子 
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議会だより 議会だより 健康管理は仲間と共に 
河北太極拳同好会のみなさん 

表紙の写真 

　運動会や伝統芸能発

表会での披露に向けて、

太鼓の練習に励んでい

る園児の皆さん（大口

北保育園） 

議
員
は
選
挙
区
内
の
方
に
、

答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も

の
を
除
き
、
年
賀
状
・
寒
中
見

舞
い
等
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す

こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

年
賀
状
等
の 

　
　
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止 

 

会議録が閲覧できます 
http://www.town.oguchi.aichi.jp

/2741.htm

みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
12月定例会予定 

11月28日（水） 提案説明 
12月 3日（月） 一般質問 
12月 4日（火） 一般質問 
12月 6日（木） 質疑 
12月 7日（金） 質疑・委員会付託 
12月11日（火） 総務建設常任委員会 
12月13日（木） 文教福祉常任委員会 
12月20日（木） 討論・採決 
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歳出 
（使いみち） 

歳入 
（財源） 

一般会計歳入決算額 79億9803万円 
（前年比6億3392万円減） 

会　計　名 

一 般 会 計  

国 民 健 康 保 険  

介 護 保 険  

公共下水道事業 

後期高齢者医療 

農業集落家庭排水事業 

土 地 取 得  

社 本 育 英 事 業  

国 際 交 流 事 業  

小 計  

合 計  

歳入決算額 

79億9803万円 

23億7584万円 

10億8939万円 

8億5280万円 

2億8163万円 

2566万円 

2667万円 

726万円 

483万円 

46億6408万円 

126億6211万円 

歳出決算額 

76億2071万円 

23億2248万円 

10億6499万円 

8億5280万円 

2億7877万円 

2566万円 

2667万円 

726万円 

483万円 

45億8346万円 

122億417万円 

差引額 

3億7732万円 

5336万円 

2440万円 

－ 

286万円 

－ 

－ 

－ 

－ 

8062万円 

4億5794万円 

特
　
別
　
会
　
計
 

■平成29年度会計別歳入・歳出決算額 
■財政分析指標の推移 

町税 65.9% 
52億7261万円 

国庫支出金 7.4% 
5億9369万円 

地方消費税交付金 7.2% 
5億7308万円 

県支出金 5.2% 
4億1542万円 

繰越金 3.5% 
2億8192万円 

諸収入 3.3% 
2億6606万円 

使用料及び手数料 1.9% 
1億5048万円 

町債 1.3% 
1億円 

その他 4.3% 
3億4477万円 

一般会計歳出決算額 76億2071万円 
（前年比7億2932万円減） 

民生費 34.2% 
26億554万円 

土木費 16.4% 
12億5120万円 

総務費 15.5% 
11億8002万円 

教育費 11.0% 
8億4185万円 

衛生費 9.5% 
7億2107万円 

消防費 5.4% 
4億1434万円 

公債費 3.1% 
2億3722万円 

議会費 1.7% 
1億3011万円 

農業費 1.6% 
1億2305万円 

商工費 1.3% 
1億274万円 

諸支出金 0.1% 
942万円 

労働費 0.1% 
417万円 

平
成
２９
年
度
決
算
を
認
定
 

　
歳
入
は
6
億
3
3
9
2

万
円
（
前
年
度
比
7
・
3
%
）

減
少
し
ま
し
た
。
主
な
要
因

と
し
て
、
法
人
町
民
税
が
2

億
2
5
2
2
万
円
（
前
年
度

比
23
・
9
%
）
減
少
し
た
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
 

　
歳
出
は
7
億
2
9
3
2

万
円
（
前
年
度
比
8
・
7
%
）

減
少
し
ま
し
た
。
主
な
要
因

は
、
平
成
29
年
度
に
完
成
し

た
北
保
育
園
の
工
事
費
が
3

億
4
6
1
4
万
円
減
額
し
た

こ
と
で
民
生
費
が
4
億

6
6
9
万
円
（
前
年
度
比
13

・
5
%
）
減
少
し
た
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
 

　
財
政
力
指
数
と
は
、

地
方
自
治
体
の
財
政
力
を
示

す
指
数
の
こ
と
で
す
。
 

　
過
去
3
年
間
の
平
均
値
が

1
未
満
に
な
る
と
、
国
か
ら

普
通
地
方
交
付
税
が
交
付
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

 　
経
常
収
支
比
率
と
は
、

地
方
公
共
団
体
の
財
政
構
造

の
弾
力
性
を
判
断
す
る
た
め

に
用
い
ら
れ
る
指
標
で
す
。

毎
年
度
経
常
的
に
支
出
さ
れ

る
人
件
費
等
の
経
費
に
充
当

さ
れ
た
、
毎
年
度
経
常
的
に

収
入
さ
れ
る
地
方
税
等
が
占

め
る
割
合
を
示
し
ま
す
。
比

率
が
低
い
ほ
ど
財
政
構
造
に

弾
力
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
 

 　
実
質
収
支
比
率
と
は
、

標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
実

質
収
支
額
の
割
合
で
示
さ
れ

る
指
標
で
、
実
質
収
支
が
黒

字
の
場
合
は
正
の
数
、
赤
字

の
場
合
は
負
の
数
で
表
さ
れ

ま
す
。
 

財
政
分
析
指
標
解
説
 

財政力指数（単年度） 

経常収支比率（％） 

実質収支比率（％） 

公債費比率（％） 

1.23 

71.1 

8.1 

－0.7

1.27 

76.9 

3.5 

－0.6

27年度 28年度 29年度 

1.15 

79.0 

4.8 

－0.5

関
連
質
疑
を
5
ペ
ー
ジ
に
掲
載
！
 

　
公
債
費
比
率
と
は
、

地
方
自
治
体
の
公
債
費
（
借

金
の
元
金
と
利
息
）
に
よ
る

財
政
負
担
の
度
合
い
を
判
断

す
る
指
標
の
ひ
と
つ
で
、
地

方
債
元
利
償
還
金
に
充
当
さ

れ
た
一
般
財
源
の
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
割
合
を
示
し

ま
す
。
 

※数値は端数調整してあるため、合計が一致しない場合もあります。 
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答 □ 問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 

問 □ 答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 
答 □ 問 □ 答 □ 

問 □ 

答 □ 問 □ 9月議会で決まった主な内容など 

 
○町提出（11議案、1認定） 
 
　採決の結果 

【賛成多数で可決】 
【全会一致で可決】 

 
○請願　審議の結果 
○陳情　審議の結果 

9月定例会を9月3日から27日までの25日間の会期で開催しました。 
これからの地域づくり検討委員会設置条例の制定、 
平成30年度の補正予算、教育委員会委員の任命など 
 
平成29年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定について 
これからの地域づくり検討委員会設置条例の制定、平成30年度補正予算、
教育委員会委員の任命など11議案 

【採択】3件 
【採択】2件、【継続審査】1件、【聞き置く】1件 

一般質問は6人の議員が町政全般にわたり質問しました。 

区
長
へ
の
依
頼
事
項
等

の
見
直
し
及
び
整
理
と
は
。
 

町
か
ら
区
長
へ
の
依
頼

事
項
が
増
加
し
て
お
り
、
区

長
の
業
務
負
担
が
増
え
て
い

る
た
め
、
依
頼
事
項
を
精
査

し
、
整
理
し
て
い
き
た
い
。
 

検
討
委
員
会
の
委
員
に
、

そ
の
他
町
長
が
認
め
る
も
の

と
あ
る
が
、
N
P
O
の
関
係

者
は
含
ま
れ
る
の
か
。
 

主
な
検
討
事
項
が
、
町

と
行
政
区
、
地
域
自
治
組
織

と
の
役
割
分
担
で
あ
り
、
委

員
の
構
成
は
、
区
長
経
験
者
、

地
域
自
治
組
織
関
係
者
、
町

職
員
で
予
定
し
て
い
る
た
め

含
ま
な
い
。
 

質疑
あれこれ
議案質疑、総務建設及び文

教福祉の各常任委員会での

主な質疑を掲載します。 

質疑
あれこれ

児
童
セ
ン
タ
ー
の
修
繕

料
追
加
、
計
画
を
立
て
定
期

的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
。
 

北
児
童
セ
ン
タ
ー
の
雨

漏
り
を
は
じ
め
、
様
々
な
計

画
外
の
修
繕
が
発
生
し
た
た

め
、
当
初
予
定
し
て
い
た
修

繕
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
 

　
今
後
も
施
設
の
点
検
を
し

な
が
ら
、
計
画
的
に
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
し
て
い
き
た
い
。
 

丹
羽
広
域
事
務
組
合
水

道
部
が
中
部
水
源
水
道
施
設

を
廃
止
。
そ
の
敷
地
を
町
が

取
得
し
、
一
部
を
道
路
拡
張
、

残
り
を
住
民
が
使
え
る
よ
う

に
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど

ん
な
計
画
か
。
 

井
戸
を
再
活
用
し
た
ポ

ケ
ッ
ト
パ
ー
ク（
小
さ
な
広
場
）

の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。
 

繰
越
金
が
5
3
3
5
万

5
千
円
発
生
し
て
い
る
。
こ

れ
だ
け
余
る
な
ら
、
保
険
税

の
減
税
が
で
き
た
の
で
は
。
 

こ
の
繰
越
金
は
、
被
保

険
者
の
減
少
に
よ
る
給
付
の

減
や
共
同
拠
出
金
の
減
額
が

あ
っ
た
ほ
か
、
予
算
不
足
が

懸
念
さ
れ
た
た
め
、
財
政
調

整
基
金
か
ら
三
千
万
円
の
繰

り
入
れ
を
行
っ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
。
 

平
成
27
年
度
か
ら
29
年

度
に
か
け
て
数
値
が
増
え
て

い
る
理
由
は
。
 

（
2
ペ
ー
ジ
参
照
） 

29
年
度
に
つ
い
て
は
、

法
人
町
民
税
の
減
少
や
、
扶

助
費
に
充
当
し
た
経
常
の
一

般
財
源
が
増
加
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
る
も
の
。
 

町
内
の
イ
ベ
ン
ト
等
の

活
用
で
利
用
者
が
増
え
る
の

で
は
な
い
か
。
 

今
年
度
は
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
の
11
月
4
日
を
無
料
デ

ー
と
す
る
の
で
、
こ
の
よ
う

な
機
会
に
利
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
併
せ
て
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
み
な
さ
ん
の

意
見
を
聞
い
て
み
た
い
と
考

え
て
い
る
。
 

昨
年
度
の
接
種
率
が
下

が
っ
た
原
因
は
。
 

一
時
的
に
ワ
ク
チ
ン
が

不
足
し
、
希
望
す
る
人
が
接

種
す
る
時
期
を
待
っ
た
と
い

う
こ
と
が
考
え
ら
え
る
。
 

　
ま
た
、
早
い
段
階
か
ら
流

行
し
、
重
篤
な
状
況
に
な
っ

て
い
る
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
ス

が
流
れ
る
と
予
防
的
意
識
が

働
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
著
し
く
流

行
し
た
年
は
接
種
率
が
高
か

っ
た
。
 

台
風
等
で
避
難
所
を
開

設
す
る
際
に
、
学
共
等
の
施

設
を
地
域
の
避
難
所
と
し
て

開
放
で
き
な
い
か
。
 

地
元
の
区
や
地
域
の
み

な
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

そ
う
い
っ
た
体
制
が
整
え
ら

れ
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。
 

町
の
が
ん
検
診
を
無
料

に
し
て
は
ど
う
か
。
 

平
成
26
年
度
よ
り
、
40

歳
か
ら
5
歳
刻
み
で
60
歳
ま

で
の
方
に
無
料
で
受
診
で
き

る
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
て

い
る
。
 

　
全
体
の
受
診
率
も
伸
び
悩

ん
で
い
る
が
、
ク
ー
ポ
ン
券

の
利
用
率
も
伸
び
悩
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
自
己
負
担
が

あ
る
か
ら
受
診
し
な
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。
 

多
額
の
修
繕
費
が
発
生

し
て
い
る
。
そ
ろ
そ
ろ
大
規

模
修
繕
を
考
え
て
も
い
い
時

期
で
は
。
 

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
築

か
ら
30
年
目
を
迎
え
、
経
年

劣
化
に
よ
る
故
障
が
目
立
っ

て
い
る
。
 

　
現
在
は
、
毎
年
度
実
施
す

る
定
期
点
検
の
結
果
に
基
づ

い
た
修
繕
計
画
を
立
て
て
い

る
の
で
、
早
め
早
め
の
対
応

に
努
め
て
い
き
た
い
。
 

五
条
川
左
岸
地
区
の
不

明
水
が
増
え
て
い
る
と
あ
る

が
、
そ
の
対
策
は
。
 

管
路
調
査
を
行
い
、
施

設
の
維
持
更
新
が
図
ら
れ
る

よ
う
、
そ
の
対
策
に
取
り
か

か
る
た
め
の
計
画
を
策
定
し

て
い
る
と
こ
ろ
。
 

　
来
年
度
か
ら
は
国
の
交
付

金
を
活
用
し
、
特
に
古
い
幹

線
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
き

た
い
。
 

経
常
収
支
比
率
は
75
%

以
内
に
収
め
る
の
が
妥
当
と

あ
る
が
、
そ
の
根
拠
は
。
 

昭
和
44
年
度
に
発
行
さ

れ
た
自
治
省
財
政
局
指
導
課

編
「
財
政
分
析
」
に
よ
る
と
、

経
常
収
支
比
率
は
75
%
程
度

内
に
収
ま
る
こ
と
が
適
当
と

考
え
ら
れ
る
と
記
載
さ
れ
て

い
る
。
 一

般
会
計 

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計 

無料クーポン券が届いた方はこの機会に受診を！！ 

じ
ゅ
う
 と

く
 

おおぐち議会だより　No.217
平成 30年10月26日発行 

おおぐち議会だより　No.217
平成 30年10月26日発行 

平
成
３０
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
 

﹇
児
童
セ
ン
タ
ー
の
施
設
管
理
﹈ 

﹇
道
路
維
持
管
理
事
業
﹈ 

平
成
３０
年
度
国
民
健
康
保
険
会
計
補
正
予
算
 

﹇
保
険
税
の
減
税
﹈ 

平
成
２９
年
大
口
町
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
 

﹇
経
常
収
支
比
率
﹈ 

﹇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
﹈ 

﹇
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
﹈ 

﹇
災
害
対
策
・
避
難
所
﹈ 

﹇
が
ん
検
診
﹈ 

﹇
給
食
セ
ン
タ
ー
﹈ 

大
口
町
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
検
討
委
員

会
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
 

　
行
政
と
地
域
の
あ
り
方
や
役
割
、地
域
課
題
解
決
の
手
段

に
つ
い
て
整
理
し
、検
討
す
る
た
め
の
委
員
会
を
設
置
。 

条
例
の
制
定
・
改
正
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定例会で賛否の 
分かれた議案 
定例会で賛否の 
分かれた議案 
定例会で賛否の 
分かれた議案 
他の町提出11議案と 
議員提出3議案は 
全員賛成で可決 

追　跡 追　跡 
1年前の一般質問から 1年前の一般質問から 

あれから どうなった?あれから どうなった?

議会だよりでは、1年前の一般質問から2題を選び、あれからどうなっ
たかを調査しました。 

あれから どうなった?

町政を問う 町政を問う 一
般
質
問 

ここが聞きた
い
!町政を問う 町政を問う 

伊藤　浩 

江口昌史 

鈴木義彦 

柘植　満 

岡　孝夫 

吉田　正 

「一般質問」とは、行財政にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順） 

大口中学校学力向上対策　学力調査の結果を全国と比較するとどうか 
学力向上のためにどのような対策を講じる予定か 

災害発生時の情報伝達手段は 
多世代が集う憩い広場　五条川・小口城址公園との一体感ある取組みは 

ふれあい池の現状は 
愛岐南北線の今後の予定は 

児童生徒の重たい荷物の軽減を 
中学生へのピロリ菌検査の実施を 

図書館・健康文化センター等の周辺駐車場　駐車場不足、使い勝手等への声は 
ミストシャワー（ドライミスト）　公共施設への導入は 

教員の多忙の実態は 
教員の多忙を解消すべき 

P8 

P9 

P10 

P11 

P12 

P13

空き地の適正管理のため、町が所
有者に代わり強制的に撤去等を行
う行政代執行を定めた条例の制定
を。 
 
町が代執行した後の経費の徴収
方法の問題から現在のところ導入
する考えはない。 

船
戸
　
光
夫
 

平
成
２９
年
9
月
議
会
 

空き地の適正管理に関する条例制定を 

問 

答 

五条川の堤防のかさ上げ工事など、
今回のような事態を事前に食い止
める手段が必要。 
 
愛知県に対し、越水しやすい箇所
の対策を要望する。 

鈴
木
　
義
彦
 

越水などの被害を食い止める手段を 

問 

答 

代執行後の経費の徴収方法が課題とな
っており、この解決策が見いだせないた
め、今後も文書による依頼や訪問により、
解決が図られるよう対応する。 

質問者の満足度 雑草の繁茂放置は
近隣に迷惑。土地所
有者は管理の徹底を。 

五条川の浚渫工事（北河原橋～白木橋、及び五条橋
～桜橋の区間）、災害対策緊急事業推進費による合
瀬川改修工事を実施したほか、青木川放水路事業（昭
和川調節池～奈良子川調節池の区間）に着手した。 

質問者の満足度 今後も引き続き対策を。 

こ
う
な
っ
た
 

・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

一
　
般 

質
　
問 

平成29年度一般会計及び特別会計
歳入歳出決算認定 
平成31年度税制改正における自動車関係諸
税の抜本見直しを求める意見書提出について 

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ 可決 

× ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○  ○ ○ ○ 可決 

吉

田

 

岡
 

船

戸

 

江

口

 

酒

井

 

鈴

木

 

大

竹

 

齊

木

 

柘

植

 

伊

藤

 

丹
羽
孝
 

宮

田

 

丹
羽
勉
 

倉

知

 

結

果

 

議　　　員　　　名 

議　案　名 

（議長は裁決に加わらないため空白） 
○＝賛成　　×＝反対 

平
成
29
年
度
大
口
町

一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て
 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

平
成
31
年
度
税
制
改
正

に
お
け
る
自
動
車
関
係

諸
税
の
抜
本
見
直
し
を

求
め
る
意
見
書
提
出
に

つ
い
て
 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

賛
否
が
分
か
れ
た
2
議
案
の
討
論
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
 
　
9
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
3
件
の
請
願
と
4
件

の
陳
情
は
、所
管
の
常
任
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。
 

【
請
願
】 

・
大
口
町
歯
と
口
の
健
康
づ

く
り
推
進
条
例
制
定
に
関

す
る
請
願
　
　
　（
採
択
） 

請
願
者
 

一
般
社
団
法
人
　
尾
北
 

歯
科
医
師
会
 

会
長
　
　
小
岩
井
浩
 

地
区
長
　
伊
藤
文
一
 

紹
介
議
員
　
鈴
木
義
彦
 

 
・
定
数
改
善
計
画
の
早
期
策

定
・
実
施
と
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
及

び
拡
充
を
求
め
る
請
願
書
 

（
採
択
） 

請
願
者
 

尾
北
地
区
教
職
員
組
合
 

執
行
委
員
長
　
野
沢
卓
也
 

他
87
名
 

紹
介
議
員
　
鈴
木
義
彦
 

 
・
平
成
31
年
度
税
制
改
正
に

お
け
る
自
動
車
関
係
諸
税

の
抜
本
見
直
し
を
求
め
る

請
願
　
　
　
　
　（
採
択
） 

請
願
者
 

全
日
本
自
動
車
産
業
労
働

組
合
総
連
合
会
 

愛
知
地
方
協
議
会
 

議
長
　
戸
田
隆
義
 

紹
介
議
員
　
岡
　
孝
夫
 

 
【
陳
情
】 

・
国
の
私
学
助
成
の
拡
充
に

関
す
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情
書
　（
採
択
） 

・
愛
知
県
の
私
学
助
成
の
拡

充
に
関
す
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
陳
情
書
 

（
採
択
） 

・
私
立
高
校
生
の
父
母
負
担

を
軽
減
し
、
学
費
の
公
私

格
差
を
是
正
す
る
た
め
に

市
町
村
独
自
の
授
業
料
助

成
の
拡
充
を
求
め
る
陳
情

書
　
　
　
　（
聞
き
置
く
） 

陳
情
者
 

代
表
　
安
井
明
則
 

私
学
を
よ
く
す
る
愛
知
父

母
懇
談
会
 

会
長
　
折
出
健
二
 

愛
知
私
学
助
成
を
す
す
め

る
会
 

会
長
　
寺
田
京
子
 

 

・
臓
器
移
植
の
環
境
整
備
を

求
め
る
意
見
書
の
採
択
を

求
め
る
陳
情
書
 

（
継
続
審
査
） 

陳
情
者
 

移
植
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
考
え

る
会
 

理
事
　
井
田
敏
美
 

 
  　

4
件
の
意
見
書
を
国

や
県
へ
送
付
し
ま
し
た
。
 

 ・
定
数
改
善
計
画
の
早
期
策

定
・
実
施
と
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
及

び
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

 ・
国
の
私
学
助
成
の
拡
充
に

関
す
る
意
見
書
 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

 ・
愛
知
県
の
私
学
助
成
の
拡

充
に
関
す
る
意
見
書
 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

 ・
平
成
31
年
度
税
制
改
正
に

お
け
る
自
動
車
関
係
諸
税

の
抜
本
見
直
し
を
求
め
る

意
見
書
 

（
賛
成
多
数
で
可
決
） 

議
員
提
出
議
案
 

6議員が質問 

がっかり 

まあまあ 

 

しゅん せつ 

吉
田
　
正
 

　
消
費
税
増
税
で
生
産
台

数
が
30
万
台
減
少
し
、
マ

イ
ナ
ス
2
兆
円
の
経
済
効

果
、
9
万
人
の
雇
用
減
少

と
の
試
算
結
果
が
あ
る
。

消
費
税
増
税
に
つ
い
て
も

反
対
す
べ
き
。
 

岡
　
孝
夫
 

　
複
雑
か
つ
過
重
な
税
が

課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
加
え
、

一
般
財
源
化
に
よ
る
課
税

根
拠
の
喪
失
や
消
費
税
と

の
二
重
課
税
が
存
在
し
て

い
る
現
状
を
見
直
し
、
シ

ン
プ
ル
に
整
理
す
る
こ
と

が
重
要
。
 

　
自
動
車
関
係
諸
税
の
過

重
な
負
担
に
よ
る
国
内
市

場
の
縮
小
は
、
自
動
車
関

連
企
業
が
立
地
し
、
そ
れ

ら
に
勤
め
る
人
も
多
い
本

町
に
と
っ
て
は
、
財
政
や

雇
用
問
題
に
も
大
き
な
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
。
 

吉
田
　
正
 

　
健
全
な
財
政
運
営
に
つ

い
て
は
評
価
。
 

　
こ
の
健
全
な
財
政
運
営

を
活
か
し
、
高
齢
者
な
ど

の
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
や
、

子
ど
も
医
療
費
な
ど
福
祉

医
療
制
度
の
充
実
が
図
ら

れ
て
い
な
い
と
し
て
反
対
。
 

 

船
戸
光
夫
 

　
監
査
委
員
の
評
価
に
あ

る
よ
う
に
、
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
全
般
に
渡
り

適
切
な
執
行
が
な
さ
れ
て

い
る
。
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一
　
般 

質
　
問 

伊

藤

　

浩

 

3
年
生
の
全
国
学
力

調
査
で
は
、
平
成
29

年
度
と
30
年
度
を
比
較
す
る

と
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
 

29
年
度
調
査

で
は
、
4
科

目
中
3
科
目
が
「
や
や
下
回

る
」
と
い
う
結
果
だ
っ
た
が
、

30
年
度
調
査
で
は
、
国
語
A
、

国
語
B
、
数
学
A
の
3
科
目

に
お
い
て
、
平
均
正
答
率
が

全
国
と
「
同
等
」
に
な
っ
た
。

（
表
1
参
照
）
 

 

毎
年
作
成
の
「
大
口

学
び
ス
タ
イ
ル
」
の

導
入
経
緯
と
内
容
は
ど
の
よ

う
か
。
 

28
年
度
か
ら

導
入
し
て
お

り
、
今
年
度
で
3
年
目
を
迎

え
る
。
 

　
先
生
方
の
授
業
マ
ニ
ュ
ア

ル
で
あ
り
、
小
中
の
9
年
間

を
一
貫
し
た
授
業
ス
タ
イ
ル

で
統
一
す
る
も
の
。
 

　
主
な
内
容
は
、
策
定
の
趣

旨
、
目
指
す
子
ど
も
像
、
そ

の
授
業
像
、
町
内
で
統
一
し

て
い
こ
う
と
す
る
授
業
ス
タ

イ
ル
の
具
体
、
家
庭
学
習
に

関
連
し
た
町
内
共
通
指
針
な

ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
 

 

一
人
学
び
に
有
効
な

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
各
校

へ
教
師
用
と
各
学
級
用
を
早

急
に
導
入
す
べ
き
で
は
。
 

現
在
あ
る
41

台
の
各
校
持

ち
回
り
体
制
を
あ
ら
た
め
、

小
学
校
は
各
学
年
に
1
台
、

中
学
校
は
主
要
5
教
科
に
1

台
の
計
23
台
を
教
師
用
に
分

配
し
た
。
残
り
18
台
は
次
期

学
習
指
導
要
領
の
「
小
学
校

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の

必
修
化
」
に
向
け
、
グ
ル
ー

プ
学
習
で
使
用
す
る
想
定
で
、

各
小
学
校
に
6
台
ず
つ
配
分

し
た
。
 

　
な
お
、
2
年
後
に
、
パ
ソ

コ
ン
ル
ー
ム
の
パ
ソ
コ
ン
更

新
時
期
を
迎
え
る
た
め
、
そ

の
際
に
は
パ
ソ
コ
ン
か
ら
タ

ブ
レ
ッ
ト
に
切
り
替
え
る
予

定
。
 

 

先
進
校
に
学
び
、
大

口
中
学
校
独
自
の
ど

ん
な
学
力
向
上
対
策
を
講
じ

る
予
定
か
。
 

大
口
町
独
自
の
小
・

中
連
携
を
踏
ま
え

た
「
大
口
学
び
ス
タ
イ
ル
」

「
大
口
家
庭
学
習
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
」
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
、

ま
た
、
授
業
研
究
を
中
心
と

し
た
現
職
教
育
の
推
進
を
支

援
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
た

い
と
考
え
る
。
 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

教
育
長 

派
遣
指
導
主
事 

派
遣
指
導
主
事 

生
涯
教
育
部
長 

 

本
町
に
お
け
る
災
害

発
生
時
の
町
民
に
対

す
る
情
報
伝
達
手
段
は
。
 

希
望
さ
れ
る

世
帯
・
事
業

所
に
無
償
貸
与
し
て
い
る
戸

別
受
信
機
、
町
内
18
か
所
に

設
置
さ
れ
た
屋
外
防
災
ス
ピ

ー
カ
ー
、
あ
ん
し
ん
・
安
全

ね
っ
と
に
よ
る
メ
ー
ル
配
信
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情

報
配
信
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

に
よ
る
テ
レ
ビ
放
映
が
災
害

時
に
お
け
る
情
報
伝
達
の
手

段
と
な
る
。
 

今
年
の
6
月
か
ら
運

用
が
開
始
さ
れ
た
危

機
管
理
型
水
位
計
の
効
果
は
。
 

パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
で
随
時
状
況
を
確
認
で

き
る
た
め
、
大
雨
の
際
に
は

河
川
管
理
担
当
、
防
災
担
当

の
職
員
が
現
場
に
出
る
こ
と

な
く
逐
一
状
況
を
確
認
し
、

非
常
時
に
備
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
 

 

普
段
か
ら
町
民
の
防

災
意
識
を
高
め
る
た

め
に
も
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や

避
難
場
所
を
広
報
お
お
ぐ
ち

に
定
期
的
に
掲
載
で
き
な
い

か
。
 

ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
に
つ
い

て
は
平
成
26
年
3
月
に
作
成

し
た
際
、
全
戸
配
布
し
、
転

入
者
に
も
配
布
し
て
い
る
。
 

広
報
誌
へ
の
定
期
掲
載
は
難

し
い
が
、
関
連
記
事
が
あ
る

場
合
に
は
随
時
掲
載
し
て
い

き
た
い
。
 

　
ま
た
、
地
区
の
学
供
等
、

み
な
さ
ん
が
集
ま
る
場
所
に

掲
示
す
る
な
ど
新
た
な
周
知

方
法
に
つ
い
て
も
模
索
し
て

い
き
た
い
。
 

 

工
事
の
進
行
状
況
は

予
定
ど
お
り
か
。
 

3
か
年
計
画

で
進
め
て
お

り
、
今
年
度
が
最
終
年
度
。

工
事
は
予
定
ど
お
り
で
、
来

年
の
3
月
、
桜
が
咲
く
頃
ま

で
の
完
成
を
目
標
に
進
め
て

い
る
。
 

 

本
広
場
の
建
設
に
あ

た
り
、
五
条
川
や
小

口
城
址
公
園
と
の
一
体
感
の

あ
る
取
組
み
は
。
 

「
公
園
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
」
か
ら
提
案
を
受
け

た
「
つ
な
が
り
」
を
反
映
。

五
条
川
の
堤
防
と
連
続
し
た

芝
生
や
、
桜
（
お
お
ぐ
ち
観

鋭
桜
）
を
植
栽
。
あ
ず
ま
や

は
、
小
口
城
址
公
園
の
物
見

や
ぐ
ら
が
見
え
る
方
向
に
設

置
し
、
屋
根
の
色
も
統
一
。
 

 

本
町
の
こ
の
広
場
に

か
け
る
思
い
は
。
 

単
な
る
「
広
場
」
で

は
な
く
、
五
条
川
や

小
口
城
址
公
園
を
含
め
た
、

地
域
一
帯
を
ひ
と
つ
の
「
場
」

と
捉
え
、
幅
広
い
世
代
の
み

な
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

で
楽
し
み
、
つ
な
が
っ
て
い

く
よ
う
な
場
に
な
る
こ
と
を

願
う
。
 

江
口 

江
口 

江
口 

江
口 

江
口 

江
口 

町
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

一
　
般 

質
　
問 

江

口

昌

史

 

学力調査の結果を全国と比較するとどうか 
派遣指導主事 国語は同等、数学は活用問題がやや下回った 

大口中学校学力向上対策 

五条川・小口城址公園との一体感ある取組みは 
産業建設部長 それぞれの「つながり」に配慮して計画 

多世代が集う憩い広場 

平成31年3月完成予定の「多世代が集う憩
い広場」の完成イメージ図 

町立小中学校が一貫して取り組む基本
方針を示した「大口学びスタイル2018」 

（表1）全国学力調査の全国平均値との比較 

災
害
発
生
時
の
情
報
伝
達
手
段
は
 

地
域
協
働
部
長 

戸
別
受
信
機
、屋
外
防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
、メ
ー
ル
配
信
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等 

学
力
向
上
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る
予
定
か
 

派
遣
指
導
主
事 

学
び
ス
タ
イ
ル
、家
庭
学
習
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
や
 

授
業
研
究
に
力
点
を
 

江 口 昌 史  伊 藤 　 浩  

科目 平成29年度 

国語A（知識） 

国語B（活用） 

数学A（知識） 

数学B（活用） 

同等 

やや下回る 

やや下回る 

やや下回る 

平成30年度 

同等 

同等 

同等 

やや下回る 

➡

➡

➡
➡

か
ん
 

え
つ
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一
　
般 

質
　
問 

鈴

木

義

彦

 

ふ
れ
あ
い
池
が
供
用

開
始
さ
れ
た
年
度
は

い
つ
か
。
ま
た
、
面
積
は
ど

れ
く
ら
い
か
。
 平

成
11
年
度

に
供
用
開
始

さ
れ
、
面
積
は
1
9
6
0
㎡
。
 

 

年
々
利
用
者
数
が
減

少
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
こ
こ
数
年
間
の
利
用
者

数
は
。
 

ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
で
開
催

す
る
釣
り
ま
つ
り
で
の
利
用

者
数
を
除
い
た
利
用
者
数
は
、

27
年
度
は
、
1
2
2
日
間
の

開
場
で
3
8
6
人
。
28
年
度

は
、
1
1
9
日
間
の
開
場
で

4
8
6
人
。
29
年
度
は

1
0
8
日
間
の
開
場
で

3
1
7
人
。
 

 

今
後
も
、
今
の
ま
ま

の
状
態
で
継
続
す
る

の
か
、
あ
る
い
は
何
か
ほ
か

の
も
の
に
す
る
計
画
は
あ
る

の
か
。
 

利
用
者
数
を

見
て
も
一
日

当
た
り
の
利
用
者
数
も
少
な

い
。
ま
た
、
観
察
池
と
し
て

の
使
命
も
終
え
た
と
考
え
て

お
り
、
こ
の
ま
ま
続
け
る
よ

り
も
別
の
用
途
と
し
て
有
効

活
用
で
き
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。
 

　
井
戸
も
あ
る
た
め
、
こ
れ

を
活
か
し
た
利
用
方
法
が
な

い
か
も
検
討
し
た
い
。
 

 

道
路
用
地
確
保
の
目

途
が
付
き
、
工
事
も

順
調
に
進
ん
で
い
る
と
思
わ

れ
る
が
、
完
成
は
い
つ
ご
ろ

の
予
定
か
。
 

愛
岐
南
北
線

は
愛
知
県
の

事
業
で
あ
る
た
め
、
県
に
進

捗
状
況
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

県
道
若
宮
江
南
線
か
ら
国
道

1
5
5
線
ま
で
の
区
間
に
つ

い
て
は
、
現
在
約
94
%
の
用

地
が
確
保
で
き
て
お
り
、
残

り
に
つ
い
て
も
今
年
度
内
に

契
約
が
で
き
る
よ
う
交
渉
中
。

今
後
、
4
〜
5
年
で
の
工
事

完
了
を
目
標
に
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
 

 

完
成
後
は
御
供
所
地

区
の
小
学
生
が
横
断

す
る
こ
と
に
な
る
が
、
交
通

安
全
対
策
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
お
考
え
か
。
 

町
道
豊
三
線

と
同
様
に
押

ボ
タ
ン
式
の
信
号
設
置
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。
 

　
現
在
、
江
南
警
察
署
な
ど

の
関
係
機
関
、
関
係
部
署
と

設
置
に
向
け
て
協
議
し
調
整

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。
 

鈴
木 

鈴
木 

鈴
木 

鈴
木 

鈴
木 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

今
、
ラ
ン
ド
セ
ル
等

の
荷
物
が
重
た
い
こ

と
が
、
健
康
上
の
問
題
に
な

っ
て
い
る
。
 

　
児
童
生
徒
の
荷
物
の
重
量

化
の
現
状
と
原
因
は
。
 

2
0
1
1
年

の
学
習
指
導

要
領
の
改
訂
に
よ
り
教
科
書

の
ペ
ー
ジ
数
が
増
加
し
、
見

や
す
さ
に
も
重
点
を
置
い
た

こ
と
で
、
教
科
書
自
体
の
サ

イ
ズ
が
大
き
く
な
る
な
ど
、

教
科
書
が
変
化
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
。
 

　
教
科
書
の
他
に
も
習
字
道

具
や
体
操
服
な
ど
の
複
数
の

手
荷
物
を
工
夫
し
て
持
っ
て

い
る
状
況
。
 

 

健
康
へ
の
影
響
の
認

識
は
。
 成

長
期
の
子

ど
も
た
ち
が

重
い
荷
物
を
背
負
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
本
来
は
伸
び
る
べ

き
身
長
よ
り
も
抑
え
ら
れ
た

り
、
腰
痛
や
肩
こ
り
の
要
因

に
も
十
分
な
り
う
る
と
の
医

師
の
見
解
が
あ
る
。
ま
た
、

海
外
で
は
荷
物
は
体
重
の
10

%
程
度
が
適
切
と
の
研
究
も

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
過

重
な
荷
物
を
も
っ
て
登
下
校

す
る
こ
と
で
、
健
康
被
害
が

発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る

と
認
識
し
て
い
る
。
 

 

今
後
の
対
策
は
。
 

 

ま
ず
は
現
状

把
握
の
た
め
、

学
校
教
育
課
職
員
が
各
小
中

学
校
を
巡
回
し
、
児
童
生
徒

の
荷
物
の
重
量
を
測
定
す
る
。

そ
の
結
果
を
も
と
に
今
後
の

対
策
を
検
討
す
る
。
 

 

胃
が
ん
は
男
性
で
は

死
亡
率
の
ト
ッ
プ
。
 

　
ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
実
施
し
、

中
学
生
か
ら
が
ん
予
防
に
取

り
組
ん
で
い
る
自
治
体
が
増

え
て
い
る
。
 

　
学
校
教
育
で
の
が
ん
教
育

の
現
状
は
。
 

が
ん
予
防
に

特
化
は
し
て

い
な
い
が
、
保
健
体
育
の
授

業
で
触
れ
て
い
る
。
ま
た
、

学
校
保
健
委
員
会
や
総
合
の

学
習
の
時
間
を
活
用
し
、
外

部
講
師
に
よ
る
講
演
を
企
画

す
る
こ
と
も
あ
る
。
 

 

W
H
O
な
ど
の
専
門

組
織
は
胃
が
ん
対
策

は
、
ピ
ロ
リ
菌
除
菌
に
重
点

を
置
く
べ
き
だ
と
発
表
し
て

い
る
。
 

　
国
内
の
専
門
家
も
中
学
生

ら
、
若
い
年
齢
層
で
の
ピ
ロ

リ
菌
検
査
が
特
に
重
要
と
指

摘
し
て
い
る
。
本
町
で
も
実

施
を
。
 

中
学
生
を
対

象
と
し
た
ピ

ロ
リ
菌
検
査
の
実
施
で
は
な

く
、
現
在
40
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
行
っ
て
い
る
「
ヘ
リ

コ
バ
ク
タ
ー
ピ
ロ
リ
抗
体
及

び
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
検
査
」
の

対
象
年
齢
を
、
若
年
者
に
拡

大
す
る
方
向
で
検
討
。
 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

一
　
般 

質
　
問 

柘

植

　

満

 

ふれあい池の現状は 
産業建設部長 別の用途での有効活用を検討 

小学校での荷物の重さチェックの
様子 

現在の愛岐南北線の様子（堀尾跡一丁目地内） 

今後の新たな活用方法が検討される現在のふれ
あい池の様子 

愛
岐
南
北
線
の
今
後
の
予
定
は
 

産
業
建
設
部
長 

今
後
4
〜
5
年
で
の
工
事
完
了
を
目
指
す
と
の
こ
と
 

中学生へのピロリ菌検査の実施を 
健康福祉部長 検査の対象年齢の拡大を検討 

児
童
生
徒
の
重
た
い
荷
物
の
軽
減
を
 

生
涯
教
育
部
長 

荷
物
の
現
状
を
把
握
し
、今
後
の
対
策
を
検
討 

鈴 木 義 彦  柘 植 　 満  
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一
　
般 

質
　
問 

岡

　

孝

夫

 

文
科
省
が
発
表
し
た

『
教
員
勤
務
実
態
調

査
（
以
下
、
実
態
調
査
）
』

（
平
成
28
年
度
）
の
集
計
速

報
値
に
よ
る
と
、
教
諭
の
平

日
の
勤
務
時
間
は
12
時
間
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
 

　
実
態
調
査
は
、
10
年
ぶ
り

に
2
か
年
で
行
わ
れ
、
小
・

中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
4
0
0
校

を
対
象
に
勤
務
す
る
教
員
（
校

長
、
副
校
長
、
教
頭
、
主
幹

教
諭
、
指
導
教
諭
、
教
諭
、

講
師
、
養
護
教
諭
、
栄
養
教

諭
）
で
、
確
率
比
例
抽
出
に

よ
り
調
査
が
さ
れ
て
い
る
。
 

　
本
町
教
育
委
員
会
も
独
自

に
調
査
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

文
科
省
の
調
査
と
そ
れ
ぞ
れ

の
内
容
は
。
 

そ
れ
ぞ
れ
の

調
査
の
結
果

は
表
1
の
と
お
り
。
 

　
た
だ
し
、
こ
の
2
つ
の
調

査
は
測
定
時
間
の
観
点
が
異

な
る
た
め
、
一
目
に
比
較
検

討
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ

た
の
は
次
の
と
お
り
。
 

　
文
科
省
の
実
態
調
査
で
は
、

月
の
残
業
時
間
は
小
学
校
で

55
時
間
、
中
学
校
で
60
時
間

程
度
。
 

　
一
方
、
本
町
教
育
委
員
会

が
実
施
し
た
「
在
校
時
間
調

査
」
で
は
、
一
番
多
い
月
で

あ
る
5
月
に
お
い
て
、
全
体

平
均
で
、
小
学
校
で
約
62
時

間
、
中
学
校
で
約
1
0
0
時

間
と
な
っ
て
い
る
。
 

 

文
科
省
の
実
態
調
査

に
よ
れ
ば
、
教
諭
は

過
労
死
ラ
イ
ン
（
月
80
時
間

以
上
の
残
業
）
を
超
え
て
い

る
状
況
。
小
学
校
で
の
英
語

の
教
科
化
、
全
国
学
力
テ
ス

ト
の
導
入
な
ど
、
多
忙
化
に

拍
車
を
か
け
て
い
る
。
 

　
抜
本
的
な
対
策
と
し
て
行

え
る
こ
と
は
、
ク
ラ
ス
の
少

人
数
化
で
は
な
い
か
。
 

現
在
は
40
人

学
級
が
基
準

と
な
っ
て
学
級
数
が
算
出
さ

れ
、
そ
れ
に
従
っ
て
教
員
が

配
当
さ
れ
る
。
35
人
学
級
に

な
れ
ば
、
学
級
数
が
増
え
、

教
員
配
当
も
増
え
る
が
、
こ

れ
は
義
務
教
育
の
機
会
均
等

の
観
点
か
ら
国
の
責
任
で
行

う
も
の
と
考
え
る
。
 

　
本
町
に
お
い
て
は
、
こ
う

し
た
考
え
か
ら
、
少
人
数
指

導
講
師
を
各
小
学
校
に
1
名

ず
つ
、
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
講
師
を
中
学
校
に
3
名
、

町
費
に
て
独
自
に
配
置
し
て

い
る
。
 

　
国
費
、
県
費
に
よ
る
人
員

配
置
の
充
実
に
お
い
て
も
、

折
を
見
て
要
望
し
て
い
る
。
 

吉
田 

吉
田 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

仮設された簡易型ミストシャワー（南児童センター） 
子どもたちのはしゃぐ声が聞こえてきそうです 

9月15日（土）10：00 雨 このとき、中央公民館北側駐車
場は満車でした 

教員の多忙を解消すべき 
生涯教育部長 国費、県費による人員配置の充実を要望している 

教
員
の
多
忙
の
実
態
は
 

生
涯
教
育
部
長
 

五
月
の
調
査
で
は
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
る
割
合
は
小
学
校
18・
1
%
中
学
校
70・
5
%

平
成
24
年
の
図
書
館
利

用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
、
駐
車
場
に
関
す
る
不

満
の
声
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

駐
車
場
の
拡
張
等
が
行
わ
れ

た
が
、
現
状
へ
の
認
識
は
。
 

27
年
度
に
健

康
文
化
セ
ン

タ
ー
西
側
駐
車
場
を
拡
張
し
、

79
台
分
が
増
え
た
。
平
日
の

慢
性
的
な
駐
車
場
不
足
は
解

消
。
休
日
、
イ
ベ
ン
ト
等
が

あ
っ
て
も
大
き
な
混
乱
や
路

上
駐
車
、
ま
た
、
利
用
者
か

ら
の
苦
情
等
は
な
い
。
 

 

5
月
中
旬
の
休
日
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
折
、
路
上

駐
車
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、

健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
西
側
の

駐
車
場
で
は
枠
外
の
駐
車
が

多
数
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い

る
。
 

　
休
日
等
に
資
源
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
を
開

放
で
き
な
い
か
。
 

総
合
的
な
管

理
体
制
や
安

全
対
策
の
た
め
、
今
し
ば
ら

く
検
討
し
た
い
。
 

 

施
設
全
般
の
利
用
者
を

対
象
に
定
期
的
な
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
駐
車
場
の
使

い
勝
手
を
含
め
て
問
う
べ
き
。
 

よ
り
良
い
施

設
運
営
に
向

け
、
関
係
部
署
等
と
調
整
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
準
備
を
進
め

て
い
き
た
い
。
 

 

今
夏
の
異
常
な
暑
さ
対

策
と
し
て
、
各
児
童
セ

ン
タ
ー
に
簡
易
型
の
ミ
ス
ト

シ
ャ
ワ
ー
が
仮
設
・
試
行
さ

れ
た
こ
と
に
感
謝
す
る
。
児

童
や
父
兄
等
か
ら
の
評
判
は
。
 

「
気
持
ち
が

良
い
」
、「
涼

し
い
」
と
ミ
ス
ト
の
霧
を
浴

び
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
姿

が
あ
り
、
保
護
者
か
ら
も
「
気

温
が
下
が
っ
た
感
じ
が
す
る
」

等
、
好
意
的
な
声
が
あ
り
、

評
判
は
上
々
と
感
じ
て
い
る
。
  

保
育
園
・
学
校
・
公
園
・

グ
ラ
ウ
ン
ド
と
い
っ
た

公
共
施
設
へ
の
導
入
は
。
 

保
育
園
に
は

エ
ア
コ
ン
や
、

扇
風
機
等
も
あ
り
、
ま
た
、

保
育
士
の
管
理
の
も
と
熱
中

症
へ
の
対
策
を
講
じ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
直
ち
に
設
置
す

る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
来

季
に
向
け
、
必
要
性
を
検
討

し
て
い
く
。
 

利
用
方
法
や

管
理
体
制
の

課
題
か
ら
、
直
ち
に
導
入
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
 

岡 

岡 
岡 

岡 

岡 

産
業
建
設
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

公共施設への導入は 
生涯教育部長 直ちに導入することは考えていない 

ミストシャワー（ドライミスト） 

駐
車
場
不
足
、使
い
勝
手
等
へ
の
声
は
 

健
康
福
祉
部
長 
利
用
者
か
ら
の
苦
情
等
は
受
け
て
い
な
い 

図
書
館
・
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
等
の
周
辺
駐
車
場 

吉 田 　 正  岡 　 孝 夫  

合計（①+②） 

小学校 
中学校 

11：10 
11：22

11：44 
11：52

学内勤務時間① 

10：32 
11：00

11：15 
11：32

持ち帰り時間② 

0：38 
0：22

平成18年度 平成28年度 平成18年度 平成28年度 平成18年度 平成28年度 
0：29 
0：20

4月 
小学校 
中学校 
全 校  

18.1 
65.9 
36.2

5月 
18.1 
70.5 
37.9

6月 
22.2 
61.4 
37.1

7月 
8.3 

45.5 
22.4

4月 
小学校 
中学校 
全 校  

61.2 
99.4 
80.3

5月 
61.5 

100.2 
80.8

6月 
62.4 
91.2 
76.8

7月 
46.7 
81.5 
64.1

（2）在校時間の月平均の時間 

（1）在校時間が月80時間を超える職員の割合 

2.在校時間調査（大口町調査：平成30年度） 
（注）在校時間とは、正規の勤務時間7時間45分と休憩時間45分を除いた時間である。 

（1）教諭の1日当たりの学内勤務時間・持ち帰り業務時間（平日） 

1.教員勤務実態調査（文科省調査：平成28年度、平成18年度）【抜粋】 
（注）学内勤務時間とは、正規の勤務時間7時間45分と休憩時間45分を含んだ時間である。 

（単位　時間：分） 

（%） 

（時間） 

（表1） 
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総務建設常任委員会研修報告（倉知敏美） 議会広報常任委員会研修報告（鈴木義彦） 

「
防
災
子
ど
も
安
全
ま
ち
づ

く
り
」
 

　
災
害
時
に
安
全
に
移
動
す

る
た
め
、
地
域
防
災
計
画
に

基
づ
い
て
小
学
校
を
中
心
と

す
る
エ
リ
ア
で
、
避
難
路
改

善
、
防
災
施
設
整
備
、
通
学

路
、
遊
び
場
の
安
全
対
策
を

実
施
し
、
防
災
性
と
子
ど
も

の
安
全
性
の
向
上
を
目
指
す

も
の
と
の
こ
と
で
し
た
。
 

 「
空
き
家
対
策
」
 

　
空
き
家
対
策
特
別
措
置
法

は
、
適
正
に
管
理
さ
れ
な
い

空
き
家
が
、
周
辺
の
生
活
環

境
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

こ
と
を
背
景
に
制
定
さ
れ
ま

し
た
。
 

　
こ
れ
に
よ
り
、
固
定
資
産

課
税
台
帳
を
利
用
し
て
、
所

有
者
情
報
を
市
町
村
内
部
で

利
用
可
能
に
な
り
、
市
町
村

は
本
人
に
連
絡
す
る
こ
と
も

可
能
と
の
内
容
で
し
た
。
 

 「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
」
 

　
岐
阜
市
の
事
例
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。
 

　
高
齢
者
の
地
域
内
に
お
け

る
日
常
生
活
の
移
動
手
段
確

保
の
た
め
、
地
域
住
民
が
主

役
と
な
る
市
民
協
働
の
手
作

り
バ
ス
で
す
。
 

　
住
民
主
体
の
運
営
協
議
会

を
設
置
し
て
、
ル
ー
ト
、
ダ

イ
ヤ
、
運
賃
も
地
域
で
決
め

て
お
り
、
バ
ス
停
の
組
み
立

て
も
地
域
住
民
が
行
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
 

　
運
行
は
バ
ス
事
業
者
が
担

っ
て
お
り
、
運
営
経
費
の
15

%
か
ら
40
%
を
運
賃
収
入
や

広
告
収
入
で
賄
い
、
不
足
分

を
岐
阜
市
の
補
助
金
で
補
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
 

「
カ
ー
ボ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

強
化
事
業
」
 

　
我
が
国
が
抱
え
る
環
境
、

経
済
、
社
会
の
課
題
、
あ
る

い
は
持
続
可
能
な
社
会
に
向

け
た
国
際
的
潮
流
を
把
握
し
、

環
境
基
本
計
画
に
沿
っ
た
施

策
を
展
開
す
る
一
連
の
流
れ

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
そ
の
中
で
、
本
町
も
申
請

し
採
択
さ
れ
た
地
方
公
共
団

体
カ
ー
ボ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

強
化
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

の
説
明
も
あ
り
、
本
町
の
事

業
は
様
々
な
条
件
を
ク
リ
ア

し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
理
 

解
し
ま
し
た
。
 

　
今
回
の
研
修
を
受
け
て
、

避
難
路
の
改
善
、
施
設
整
備

に
つ
い
て
の
課
題
が
本
町
に

も
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、

本
町
で
も
見
込
ま
れ
る
空
き

家
の
増
加
は
、
早
期
の
対
策

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
再
認

識
し
ま
し
た
。
 

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、

紹
介
さ
れ
た
事
例
を
そ
の
ま

ま
本
町
に
当
て
は
め
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
住
民
が

主
体
的
に
運
営
に
参
加
し
て

い
る
こ
と
は
、
今
後
の
取
り

組
み
方
に
十
分
参
考
に
な
る

も
の
と
感
じ
ま
し
た
。
 

　
環
境
政
策
に
つ
い
て
も
、

昨
今
の
異
常
な
天
候
を
考
え

る
と
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
に
向
け
て
、
行
政
、
企
業
、

住
民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
大
切
さ
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。
 

　
今
後
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を

活
か
し
、
町
執
行
部
へ
の
提

案
等
を
含
め
て
よ
り
よ
い
大

口
町
に
な
る
よ
う
に
努
力
し

て
参
り
ま
す
。
 

　
総
務
建
設
常
任
委
員
会
は
、
7
月
5
日
、
6
日
に
委

員
7
人
と
職
員
3
人
で
国
土
交
通
省
及
び
環
境
省
を
訪

問
し
、
所
管
テ
ー
マ
に
関
す
る
国
の
施
策
等
に
つ
い
て

の
研
修
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
 

国土交通省では空き家対策等についての研修を受講 

環境省ではカーボンマネジメント事業についての
研修を受講 

国
土
交
通
省
 

　
こ
の
研
修
は
、
参
加
町
村

の
う
ち
、
希
望
す
る
8
つ
ほ

ど
の
町
村
の
議
会
広
報
誌
を

題
材
と
し
て
取
り
上
げ
、
講

師
が
編
集
の
ポ
イ
ン
ト
等
に

つ
い
て
解
説
す
る
も
の
で
す
。
 

　
取
り
上
げ
て
も
ら
え
る
の

は
1
年
お
き
で
、
本
町
は
昨

年
の
研
修
会
で
取
り
上
げ
て

も
ら
っ
た
た
め
、
今
年
は
他

町
村
の
議
会
広
報
誌
を
題
材

に
し
て
、
編
集
の
ポ
イ
ン
ト

等
を
学
び
ま
し
た
。
 

 

住
民
が
参
加
し
、
若
い
世
代

の
意
見
も
反
映
さ
れ
る
議
会

広
報
誌
に
 

 　
次
の
5
点
を
常
に
イ
メ
ー

ジ
し
て
編
集
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
の
内
容
で
し
た
。
 

 ①
進
ん
で
手
に
取
り
、
読
み

た
く
な
る
広
報
誌
に
す
る
 

②
定
例
会
の
争
点
や
論
点
を

き
ち
ん
と
伝
え
る
こ
と
 

③
情
報
を
き
ち
ん
と
編
集
し
、

分
か
り
や
す
く
す
る
 

④
住
民
参
加
を
促
し
、
そ
の

方
法
を
強
化
す
る
 

⑤
若
い
世
代
の
意
見
を
取
り

入
れ
る
こ
と
 

視
察
地
の
概
要
 

　
玉
村
町
は
、
群
馬
県
の
南

端
の
平
野
部
に
位
置
し
、
人

口
は
約
3
万
5
8
0
0
人
、

面
積
は
25
・
78
裄
で
、
浅
間

山
、
谷
川
岳
な
ど
の
山
々
が

眺
望
で
き
る
景
色
が
き
れ
い

な
ま
ち
で
す
。
 

　
昨
年
度
の
町
村
議
会
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
優
良

賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

読
み
や
す
い
紙
面
デ
ザ
イ
ン
 

　
1
ペ
ー
ジ
が
4
段
組
み
で

構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
文

字
が
大
き
く
、
大
変
読
み
や

す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
レ
イ
ア
ウ
ト
も
素

敵
で
、
住
民
の
皆
様
の
関
心

を
引
き
や
す
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

編
集
の
特
徴
 

　
約
10
年
前
か
ら
印
刷
会
社

が
広
報
誌
の
企
画
段
階
か
ら

編
集
に
携
わ
っ
て
お
り
、
専

門
家
の
目
か
ら
見
た
助
言
を

受
け
な
が
ら
、
編
集
を
行
っ

て
い
ま
す
。
 

 

　
議
会
広
報
常
任
委
員
会
は
、
7
月
10
日
、
11
日
に
委

員
5
人
と
職
員
1
人
で
、
全
国
町
村
議
長
会
主
催
の
研

修
会
を
受
講
及
び
群
馬
県
玉
村
町
議
会
に
て
、
議
会
だ

よ
り
の
編
集
に
つ
い
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
 

他町村の広報クリニックを聴き、広報編集のポイント
について講師からの説明を受ける様子 

玉村町議会では優良賞を受賞するまでの経緯などに
ついてお話しを伺いました 

町
村
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

　
講
師
…
吉
村
潔
氏（
エ
デ
ィ
タ
ー
広
報
ア
ナ
リ
ス
ト
） 

環
　
境
　
省
 

所
感
 

　
今
回
の
研
修
会
及
び
視
察

先
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、

よ
り
多
く
の
住
民
の
皆
様
に

手
に
取
っ
て
読
ん
で
い
た
だ

け
る
議
会
広
報
誌
づ
く
り
を

目
指
し
、
委
員
一
同
、
努
力

し
て
参
り
ま
す
。
 

所
感
 

群馬県玉村町議会 
平成29年度町村議会広報コンクール優良賞を受賞 

この表紙デザインに変えてから
読む方が増え、親しみやすいな
ど評判も良いとのことです 
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まちの 
元気者 
まちの 
元気者 

手続きは簡単です！ 
役場3階で名前を書くだけ 

議
会

だ
よ

り
 

発
行

／
大

口
町

議
会

　
編

集
／

議
会

広
報

常
任

委
員

会
 

議
会

だ
よ

り
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

 

〒
480-0144 愛

知
県

丹
羽

郡
大

口
町

下
小

口
七

丁
目

155番
地

 
T

EL（
0587）95-1702（

直
通

）　
 FA

X
 95-1454

取材を終えて 
　練習中は私語もなく、緊張感が漂う中、みな
さん真剣に取り組んでいらっしゃいました。 
　会が発足して8年とのことですが、今後もみ
なさん元気に過ごせるよう頑張ってください。 

　（宮田和美） 

いつまでも健康で元気な体を目指してます！ 

代表の仲澤さん（前列左から2番目）と 
仲間のみなさん 

　30年ほど前から大口町で盛んに行われている
太極拳、中央公民館などで教室も開催されてい
ます。 
　今回は河北地区で活動している河北太極拳同
好会のみなさんを取材しました。 
 
♪　同好会をつくられたきっかけは？ 

　町が主催する教室に通っていましたが、会
場が遠いため、近くでできたらと思い、代表
の仲澤さんが近所の方に声をかけて発足しま
した。 

 
 

♪　練習はいつどこでやっていますか？ 
　毎週水曜日の午後1時30分から3時30分まで、
河北学習等供用施設でやっています。 

 

♪　太極拳をやってみて、みなさんの感想は？ 
　「日常生活が明るくなった」、「体のバラ
ンスがよくなった」、「足腰が丈夫になった」
など、健康面において良い効果を感じられる
方が多いです。 
　また、練習後に会員同士の会話で交流を深
められ、みんなで一緒に健康づくりに取り組
んでいけるのも魅力のひとつです。 
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平成29年度決算認定 
一般質問　「大口中学校学力向上対策」 

「災害時における情報伝達」ほか 
研修報告（総務建設常任委員会・議会広報常任委員会） 

～
～

～ 大口北保育園 
太鼓の練習の様子 
大口北保育園 
太鼓の練習の様子 
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議会だより 議会だより 健康管理は仲間と共に 
河北太極拳同好会のみなさん 

表紙の写真 

　運動会や伝統芸能発

表会での披露に向けて、

太鼓の練習に励んでい

る園児の皆さん（大口

北保育園） 
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会議録が閲覧できます 
http://www.town.oguchi.aichi.jp

/2741.htm

みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
12月定例会予定 

11月28日（水） 提案説明 
12月 3日（月） 一般質問 
12月 4日（火） 一般質問 
12月 6日（木） 質疑 
12月 7日（金） 質疑・委員会付託 
12月11日（火） 総務建設常任委員会 
12月13日（木） 文教福祉常任委員会 
12月20日（木） 討論・採決 
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